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『白さ」の評価
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1，は じめ に

　 「砂糖 と塩ではどぢらが良い で すか ？」と尋ねたら，

あなたはどち らと答えるだろうか。実際，実物 を 前に

したと して も ．どち ら がよ り御ハの か ，迷 うかも知れ

ない。仕事の閧係で 白布や白毛糸を扱うことは多いけ

れども、メ
ーlj−一によ

．
⊃ てピ1さ が微妙に異な り、他社

の製品 で 不 足を補う こ とはで きない。つ ま D 、それ程

ざまざまな日があ り、最も 臼い とい う白さの 頂点が確

M して い ない こ とを示 している 、、

　表 1 は ：天然漂白剤に つ い て 愛礦大学被服学研究壅

で 発表さ†〕．たものの抜粋である．．いに しえの日寺代から

天然資源や目然現象を利用しながら　白を得るために

かな り苦労を して きたよ うで あ る 。 より白い も の に対

する果て し紅い願望はこく最 近まで続いていたと言 っ

て も過言ではな い 。

　白さ の 夏 合 い を 白飩度 とい うが，白色度の飛躍的な

進歩は 2 つ の発 見による と こ ろ が火きい。その 1つ は

化学的漂臼剤で ある 。 通勧・，晒 し 粉 は 1799年に ク ラ

ス ゴー．の C．Ternaritに c辷り初め て作 られた。今日の化

学的漂白剤は酸化漂 Eii剤と 還冗漂白剤に 大別されるが ，

い すれも原料の着色を無 く し，反射率 を 高め て 無彩色

に近づけよ うと
一
9
．
るもの で ある ， 図 1の曲線 1 は自然

白色物，曲線 2 は化学的漂自斉1」を用いた 白色物質の分

光放射輝度率分布で あ る。こ の 図か らも判るように，

漂白したもの は短波長領域の放射輝度率がまだ低 く．

表 1　天然漂白剤の歴史 （田辺 1 より抜粋）

漂 白 物 質 利 用 地 年　 　 代

漂　 白　 土 エ ジ プ ト BC3000

灰 　　 　 汁 メソポタミア B、C3000

硫 　　 　 黄 ［］　
一

　 マ A ．D 「OO

鴬　 の　 糞 日　　　 夲 A ．D．900

硝　　　 石 日　　 本 A ．D．「600

ノ モ ン ．タマ ．」ン く

ラ／ ム　マ ン ゴ
ー イ　ン　 ド A ．D ．「600

滑石 ，石 膏 日　 　 本 A ．D ．1700

火　 山　 灰 日　 　 本 A ．D ．1800

カ タ バ ミ ヨ　 　 本 ？

太陽光、測羊、水

豊 原　川 岸．雪原
世　 　 界

外観的 に黄色 っ ぽく感ずる 。 そ こで ，こ く少量の青色

や紫色の 染料を加え て 白く見せよ うと した蕎み付けと

呼ばれる加工処理が行われた 。 しか し、図 1の蘭線 3

に ある ように．，可視波長全域 の 分光放射輝度率が低下

するため ，金体的にくすんだ青 Eヨざになる。

　 2 つ 目は蛍光増白吝llで ある 。 これは ］929年 にクライ

ス に よ っ て 報告 され 、1940年須 に実用化された。蛍光

増白物質に 光があたると，紫外線エ ネルギ
ー

の
一

部 が

吸収 さ れ ，高 い レベ ル に転移 し た エ ネル ギ ーが 再 び定

常の エ ネル ギー
レベ ル に落ちた と ぎ 、可視部の 肯い光

を蛍光 と して 放射 す る。こ れ が物質 の 萸色 っ ぽい 反 射
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図 1 自色物質の分光放射輝度率

700

光に加えられ ，雲の ような白を得る こ とが で ぎる。図

］の曲線 則 ま蛍光増白布の分光放射輝度率を表したも

のである 。 蛍光増日物質は酸化マ グネ シ ウムや硫酸バ

リウムの 白色板より白く知覚され　それま で の完全拡

散反射面を最も ［llいとする白色概念を覆すもの とな っ

た。

　さて ，自さの評
．
顧には視感評価方法と測色的評価方

法がある。紙 、布，塗料 ，小麦粉．砂糠等々 　白さを

重要視する産業界で は長い 年月の間，それぞれ独纛の

方法で H 色度 の 雪
雪

｛
’
価 を行 っ て き た：。しか し，色 を識別

する蓴門家の減少 、不織布のように 産業間に跨 っ た製

品の登場 ，さらには測定機器 の 向上に伴い ，白色度を

容易 に 定量化 し．業界間わず 1ご利用 で き る白色度式の

誕生が鑒まれていた 。 膏i色度弍で最も重要なこ とは ，

得られた結果が視感評価と相対的に
一

致する こ とであ

る 、、1935年 に紙や綿の 良さを評価する日色度式 が発表

されて以来 、沢山の研究者によ ○多諸重の N色度式が誕

生 した。そ こ で それ ら の 特徴 ，白さ の 条件 1 評価方法

の現状，新日色度式の提案などにつ いて報告する 。

2．臼色度式の分類

白色度式を分類 す る と次の タ イ ブ に分かれる。

　 2．　l　　Y による言平価

　視感反射率 Y が 「00％ に近い ほ ど臼く見える こ とか

ら、Y 値をそのまま白色度指数と したものである
ヱ

。

　W ＝Y　　　　　　　　　　　　　（式 D
　 2．2 分光放射輝度率による評価

　　2．　2．　1　．− i皮長i去

　黄色 っ ぽい 白よ ℃青 っ ぽ い白の方がより白く知覚さ

れる。図 1曲線 2の よ うに，化学的漂白物質の分光放

射輝度率は青色領域の波長以外はほぼ平 らで ある 、 特

に主波長が類似して い るとぎには、明度差よ り純度差

の 方 が 知 覚 さ れ や す い 。 そ こ で．Hun†er の

Multipurposeとい っ た刺激値直読法の光電色彩計で 測

定 し，B 値を臼色度指数と した も の で あ る 。白色度式

は
L／・　一・9’1

　W ＝B 　　　　　　 　　　　　 （式 2）

　　2，2，2　二波長法

　分光放射輝度率が曲線 3 （図 1）のよ うな 白色物質

の場合には ，光霞色彩計の 青系の測定値だけで は 評価

しにくい。そ こ で 、他 の受光器の測定恒も含め て 白色

度を評価する方法である 。 代表的な 日色度式［、r　 ］°：
．げ
眺

　W ＝4B 、r／： 一・3〔∋［．rl　　　　　 （式 3）

　　2．　2．　3　三 波長i去

　Hunterの光電色彩計の測定値 B ，G ，　 A を用い て 白

色度を評価する方法。例えば
C

．

　W ＝ G ．一一A ．1−B 　 　　 　　 　　 　（式 4）

　 2，3　明度と純度による評価

　視感反射率が高く，純度が低い方がEヨい とい う理由

で作 られた白色度評価万 法である 。 例えば
IL／，］E／・，

　 W ＝ ＝ L −．3b 十 3 ［ヨ

こ こ で
／
，　L ，a ，b 「ま ltiunter

明度関数と色度座標である 。

　 2．4　色差による評価

　　　 （式 5＞

LAB 色空間における

　完全拡散反射面に近い ほ ど白い と い う考えか ら．色

差で評価しようとしたものである 。 1935年に考案され

た Judd の白色度式は こ の タイプのものである
1G／

。

　W ＝ ］
一

△ E、
．，s ／ △ E ．A 　 　　 　 （式 6）

こ こで ，△ E ．は MgO の標準白色面 と試料の 色差，

△ E 畑 は MgQ ［盛と理想的な黒 との色差である。

　 2、5　蛍光輝度による白色度式

　蛍光増 白物質で は わず か に 蕎 っ ぽ い 白や紫 ：）ぽ い 白

の ほうがよ り白く感ず る 。つ ま り，純度が多少高い方

が Eヨく知覚さ れ る。そ こ で ，あ る試料の Y 値が同 じ色

度座標の最明色の Y 、、¢ ．を超えたとき 「その差 △ YM 似 ．

（蛍光輝度）の働 ぎが 白色評価に大き く影響を及ぼす

と い う考え に 基づ い で作 られ た 式 で あ る
．
7
）。

［二二1二
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　W ＝ 953　〔△ Y ・，t： A　十 19．19）　　　　　　　　　　　　（式 7）

こ こ で 、△ Y ．1〔，，，，　［よ〔L9 〔1［．（1　．x −一．　y ）／ 1089　y ］

Y − 100｝／ 100） Y で ある。

　 2、6　邑好み に対応する評価方法

　　2．6，1Ganz の白色度式
．
v，

　亡鮪物貰の 視感 評働実験巷行うと，被験者は僅かに

青
．
⊃ ：まい三1を最も白いと感 ずる （＝ ユ

ー
トラル好み）．

僅か に赤 っ ぱい 白を最も 白い とす る （赤好み），僅か

に緑 っ ぽい 庄遅最 も庫 い とする （緑嬉み）にグル
ープ

分「ナされ る。こ れ を色好み （priffe「ed 　whlte ）と呼ぶ。

こ こ 百注意 しておぎたし、のは、蛍光増白物質 はい ず れ

も ，色度図．卜，完全拡散反射面よ D青色方向の 前度点

を持つ 。 従 っ て ，大ざっ ぱに いえばどれも青 っ ぽい 白

で あるが、そ の 中で ，少 し赤 っ ぽい （正確 には赤紫と

い える〕もの や、緑っ ぽし、 （こ れ も青緑の方が正確）

も の を最も白いと知覚する人が無視できないくらい存

在する という
』
ll　d：である 。

　 Ganz はそ こに注目 し，そ

れ ぞ れ の i勢 子み に対応 で きる白色度式を提案 した．ま

ず、ニ ュ
ー一トラル好みの 被験者の 白兔度のII厦位付けが

色度図上 ，入 、＝
．470nm の主波長 と …

致 す る こ と か ら 、

これを基準線と して こ の ［喜線との ズレの角度 φが色好

みを特性 づ i）ると した 。 赤貯みは約 90
°
　 ，緑好みは約

一9げ の方向へ 角蔑φ がズ レる。白色度式は，

　丶ヘドニY −
’ a 　（XI − X ）　一ト．t］　（y ．、

．一．y ）　　 （式 8）

　 X ，yIXI 、，：弥 ，は試料及 び完全拡融版斜面の色

度座標、・Z 、b は色好みの係数 で ＝ ユ
ー

トラ ル 好 み は

a ・コ 800，　b ＝

．
［700，赤1げみは a ・＝

− 800，　b ＝ 30001

緑好みは s ニー17GIり、　 b ＝9DO． ただ し，白色度指数vV

が 4D 〈 W ＜ 5Y − 280，
『
1
’
int指数丁 の範 囲が T ＜ ± 6

の適用制限があ り，τ は次式で 求める，、

　
−
i
−
＝C 　〔X ．．− X ）十 d （y 、．− y）

じ ，d は × YZ 表 色系で は o ＝

『
000，d ：一一・− 700 で あ

る （X ／，Y 〔．　Z ．II 表色系では c ＝ 900，　 d ＝ − 800）、，

　こ の 白邑度式は a 　 bの係数を変える こ とで個々の

板 験者の色好 み に 適 した ［ヨ色度式を作る こ とが で ぎる 。

ちなみ に 筆者が以前行
．
っ た実験の結果 ，26名の被験

者の平均の最適係数 は El＝− 29［〕0，　b ＝ 2900の 赤好み

で あ っ た 監

　　 2．6．2ClE 白色度式
．
〕／
／

　非常に多くのヨ色度式が提案され て きた が，い ずれ

も．ユー・ザー一
を満足 させる こ とは で ぎ ず ，白さを容易に

評価したいとい う産業界か らの根強い要望が続い た 。

OiE 混 色 技術 委 員 会 で は ig67年 に Whlteness

＄ubcommilkee を組織 L．　 Eヨ色度の共F勸廾究 を開始 し

た 。 そ して
’
Ganz の 白色度式 （式 刀 を修正 したもの

を ，CIE白色度式 と して ，
．
1986年の CIEPubilcationに

勧告 した。以 下に CIEヨ色度弍を示す。

　W ＝Y 十 800 （x 厂 x ）十
．
1700 〔yl，− y ）

　Wlr ＝ Yl［1 十 800 （Xlrx1 、．）

　　　　　　　÷ 1700（y 、．．ryI ’
1）　　　　 〔：式 9）

　W ．　 へ1．卜．　Y 、　YI．：、　X、y，　x1 「〕，　y ］c ，　x「I　y，・，　X ・，1：

y 、
、．1。　 ：試料の XYZ 表色系及び X 、 Y ．

〔1Z 、表色系

における自色度指数，三 刺激値の Y 値 ，色度座標 、完

全拡散反射面の 色度座標で ある。

　Tint指数
一
「、．．または 丁 ，1［・は次式で計算する。

　 Tttttt漏 　1　GOO　（x　　− x ）　
− 650　（y ．．一一y ）

　 T ，
，，i、．＝9DO （xrI1 − x 匸の 一650 （yrl1LI−．．y1：）

　但 し，40 〈 W また は W ：1 ＜ 5Y …280また は 5Y・c・
− 280，T ，、または T ．、。 ＜ ± 3、0の適用制限がある。

3． 白色度式と視感評価

　 3，1 各種白色度式と視感評価

　前項の 日色度式と視感評価の 関係、白色農式間の 関

係な ど を 調査す る と 1 式 1は 可視波長 全域 の 分光放射

輝度率が平らな曲線を持つ 白色物質に対して はよい結

果が得られる 。 しか し僅かに色を有する白色物質には，

その効果を無視するの で 、完全な方法とはいえな い 。

とは い え 1987年に CIE白色度式を JlS と して 採用

するにあた り、日本角彩学会が設置 した臼色度表示方

法研究委員会 （以下 ，白創度委）の 実験結粟 で は ，B
布試料における視感評慚は式 1に最も椙関が良 く

PTIit

白さの評価に Y はかな り壷要である こ と が判る 。

　式 6 の 色差タイプは沢山提案されて い るが ，い ずれ

も完全拡散反射面を最高の 自とするの で ，視感自勺に黄

色 っ ぽい 白の評価が高 く，視感評価と一致しない 。

　式 2，314 ，5，7は互いに框関がよく，同タイブの

白色度式で ある。よ り青 っ ぽい 臼を高く評価するの で ，

蛍光増臼物質には適して い るように思えるが，その止

まると こ ろ が無 い と い う欠点を持 つ 。また ．他 の 色相

を持つ 白色物質を評価 しない の で ，視感評価と
一

致 し

な い。

　弍 8．9 は係数が 二 二⊥
一

トラ ル好み の 場合には．式

2 系と同じタイプと い える 。 しか し ，5Y − 280 と い う

適用制限を設けてい るた め ，甫色 が 強 い 物 は Eヨと 見な

さな い よ うに
一
1決 され て いる 。 また式 8において ，係

数が赤好み ．緑好み の 場合にはニ コ
ー トラル好みと評

価に差が無く，係数に 工 夫が必要で ある。

匚 三：一．一一一．一． s78 ［＝ ＝ 二 1
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　3，2　 CiE 白色度式と視感評価

　図 2の 〔］）〜 〔2）は筆者
恥

と 白色度委
F’i）

が視感

評価実験に月い た試お！の 色度図で ある 。 図中，斜線は

基 遊 線 （主波長 A 、
：・− 466rlm），破線は Tint　T　，，，の 適用

制垠の 範囲を示す 、 （1）は 49　N 布試料で被験者 26 名

で あ っ た。（2）の 禽 ，△ 1罰 は 18「ヨ布試料 （△ は 5Y −一・

280の 適用制限外試料〕、貍，Ol：「］は 29 白紙試料 （○

も岡 上）で ．被験者は 74名 であ っ た。これ らの視感

評 価 と CIEE ：1色 度 式 の 相 関 は CDの 場 合，0．256

（＄PGarm 臼 n ）、〔2）の ］8白布試料では 「
＝− 0768（t。

＝．一一4．79ぐ（ t （16，0、05）＝2．12），29Eヨ荊氏言モヒ米斗で ［ま 「　・＝t

O．399（t，　：＝2、26＜ ヒ（27．1ユ0つ＝27刀 で ，い ずれも相

関 しζいなし、、．ところが塞紙試料において○印の適用

制隈外の 試料を除くと、視感評価との相関は 「 二 〇、909

（t／1
＝10．29〈 t 〔22、OOb ・＝207）とな り高相関になる e

従 っ て 1 特定 の 試料群に対 して ，CIE 鹵色度式は視感

評価と
・…

致 す る と い え る 、，

　（］）の試 料の特徴 はラ貢．青，緑，黄色の様 々な色相

居僅かに有する試料が．色度図上の かなり狭い ところ

にひ しめ ぎ台い 、しかも 2 つ の適馬制限を越えたもの

も含ん で い る、、  の 白布試料は 5Y1ヅ ．−280の 適用制

隈を越える試料を含み ，色度図士で比較的近い場所の

琶度点 を石 する試料群 で ある、他方 ，［ヨ紙試料 は基準

線に沿い ，しかも 5Y．o −− 280の適用簿1限内の試料は基

準線よ D赤側の試料群，制 限外の試籾 ま緑側の試料と

ぎ っ ちり分か η τ い る。そ して制張外の 試料を取り除

くと視感評価との相関が良くなる 。

　以上の こ とか ら．CIE 白色度式は試料間の色度座標

による Tln： T の幅が小さく，W が 5Y ．一一280以内の試

料群に対して は視感言平価と良 く
…

致するといえる。つ

ま り ，同系統の 苗 や 蛍光性を有す る 試料群 に対 して は

有用であるが 、様 々の色相や白色度指数W が 5Y ．．− 280

以上 の 試料群に ：ま用い られな V！とし、う こ とで ある。こ

の CIE 日 色度式 の 考案考で あ る Ga ∩7 が
．
Tint　T の 邇用

制限を 1 ＜ ± 6．0に して おいたものを 、］
−
tttく ：±： 3．0 に

せぎるをえなか っ たの は ，こ こ に原因があるか らに他

ならな い 。こ の こ と は Cl巨 白色度式が式 2系と同 じタ

イプで ある こ とを意味する 。 しか し，それでもなおか

つ この式が因際的に 認め られ て い る の は、それま で に

な い利点を持 っ て い るからに他ならない。

4．自さの 因子

　前述 した 3つ の 視感実験の 結果を需成分分析 した と

こ ろ、TintT 、，I
　 Y ，純度 ，蛍光性 の 4 因子が抽 出でき

［ ：二二

た
X，・／

。 そ こ で そ
・
れそれに つ い て考えてみたい。

　 4，1 明度

　まず ，日 色物質は必す明度 が高い 。し か し，明度 が

高い だけで は黄色 っ ぽい 白に晃 え る。明度の 高い黄

色 っ ぽい 白よ り，明度が少し低くて も青っ ぽい 臼の方

がよ り自く知覚さ れ る 。 従 っ て ，ヒ トが最も白い と感

ずる臼は完全拡散反射画の色度点よ り青色領域の 色度

点を持つ こ とになる。

　 4，2 頂点の白

　さまざまな視感実験の 結果，個人個人の最高白色色

度点が異なるわけであるか ら、最も白いとする色度点

を決定する こ とは不可能で ある。しか し 1

一
点 で は な

いけれども色度図上 ．ある幅を持 っ た領域を最高白色

度領域と 考 える こ と ができる。GIE が提唱した主波

長ん，＝ 466nmの基準線は ，その最高白色領域の 中を通

る線とい える 。

　 4，2 純度

純度が高くなれ ば、自か ら青に知覚される、こ こで

は同 じ色度座標 であ 〕 ても明度が高 ければ自に見える

が、矚度が低くなると着に 矧覚さ れ る こ と を考慮する

必要がある 。 CIE の 適用制限 40 ＜ W ＜ 5Y − 280は試

料の視感反射 率 を制限す るばか りで なく，色度図上 の

純度方向にお け る日色領域の 限界点も決め る 。 こ れ が

他の 白愈度式と異な り 1 優れている点 で ある。問題は ，

視感反射率が ］高くなると最高白色度指数は 5 ポイ ン

ト増加す る ため ．低明度試料には厳 しい 制限となる。

例えば、図 2 （D の試料の視感実験 で ，適用制限外と

な っ た試料に視感順位 ］位をは じめとしてかな り上位

の試料が含まれている こ とか ら，適用制限が厳 しすぎ

るように思われる。ざて 、図 3 は Y が 81〜 89の場合

の ，基 準線 上 に お け る最高 白色度指数の色度点を示し

たものである。CIEではこの色度点よ り
一

歩で も純度

が高い も の は，白と して認め て い な い 。 最高白色度の

隣の 色度座標 を持 つ 試料 が白で な い とい うの は極端で ．

段階的に白色度評価が減少 しで い く方法が必要となる 。

　 4，　3　 T 　int

　個々 の 被験者の色好みが生まれるのは ．先天的か つ

後天的な要 因の両者によるも の と推測される。國 4は

CIE 白色度式の等白色度線を示 したものである 、
　 Y が

70〜 IOOまでを 10間隔に している 。 等E…ヨ色度線は基

準線に「ま［ま垂直である、， 同じ垂直線上の色度点 を 持つ

試料群は CIE 白色度式 で はす べ て 同 じ白色度指数 とな

る。とこ ろが視感評価で は．赤好み の 被験者は赤側か

ら緑倶1」に ，
一

方 、緑好みの被験者はその逆の評価をす
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図 2　試料の 色度数

る、， OE 白色虔式が視感評価と
一

致 しな い 原因の多 く

は等日 角度線がこのような形を して い るためと い える。

しかも T ．＝士
．3 （破線）より外にあ る試料を El色 とし

て 認 め な い の も実用 的で な い 、1
．
int方向に対 して も段

階的 に自色度評価が減少させる必要がある 。

5，修正 OiE 白色度式
勵

　 5．1 修纂 CIE 白色度式の提案

　CiE 白色度式 はかな りよく考え られた式である 。 あ

と は Tlnkl二純度方向 に対 して 段階的に白色度評価 が減

少 する方法を考えれ 「まよい 。

　われわれは
『
Flnt方向に対 して7は こく小 さい色 差で

あ っ ても識 別できる の に対し，純度方向の 方が識別能

力はやや劣る。従 っ て ，基準線を長甦 ITint方向に短

軸を靫る細長い楕Fq体かく等白色度線にな るよ うな式 を

考えれ ばよい。筆者が考えた白色度式を次に紹介する。

　まず，〔）IE白色度式 において
’
，5Yiu　un　275で計算さ

れる最 高 ヨ 色膿 指数 を墓準点と し，CIE白色度 指数

XtVC，1，　 1．．が 5Yia− 275より小さ い場合を基準点 内試料，

大ぎ い場合を基準点外試料とする 。

　   基準点 囚 試料

　　Tint 下 ．．＝ が基準線か ら離れるほ ど白色度 指数 が

　減少す る よ う に 耄 み付けをする。

＝］ 180

γT

−

r
、

お

2

式

一

煽

一
　

タ

配

点

貼

騨

＝
u

の

W

ー

　 Y1〕 が 100の場合．5Y 、1
− 275の最高 白色度指数を

持 つ 試料の色度座標 はxI〕
＝0．2742，　 y1：

＝0．2762とな

る。この 色度座標を基準点として ，純度の 高い方に行

く程 Eヨ色度指数が減少す るよ うに壟み付けをする。さ

ら に （1）と同様に 1
．
瞳 方向の 重 み付けもす る 。

　Wil〕 ＝P ，．）

− 2 （T 、11）
「．

　Wcl匚，1L1＝ ＝ Yu 十 800（xllc − xtl： ）十 ］700（y 、！l
−

y ・／．／）

　 Ptt．1し ＝ （5Yi，、一一275）一
　｛8001［0．2742

　 十 〇〇〇127　（100− Y の　
一一一xlu］

1」ビ〜

　 一ト 1700　［O，2762一ト 0，00］76　（］00 − Y・／］）　− y1日
ta

／t

　｝

　T 、t．・〇 二 900　（x　、，　− xI 〕）　
− 650　（y「、。

− ytc）

　 x ／／／ ，y1［ と x 、1u ，y ，lu は試料および標準の光 既 b

　の 色度座標で あ る 、

　 5，2　視感評価 との関係

　図 5 は上記の 白色度式の等白  度線で ある。基準点

を中心 と して 、標準の光 甌．に近 い 方 が 基準点 内試料 、

反対側が基準 点外試料である 。 図 4の CIEE ヨ色度式の

等臼色度線に比べ ，白色領域 が広が り，外 に行 くに つ

れ白色度指数が減少 する。また Y・o の減少 によ り．最

高自色度指数である基準点が標準の 光 D65の 方へ 移動

する と 同時 に 、白 色 度 指 数 の 減 少 の 割合方 が大 き く
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な っ て い る こ とが特徴で ある。

　ま た上記 3つ の視感 実験 との相関 は ．（1）の 49 白

布試料に対 しては巳 ＝＝ 0，
’
71C・〉 「（49．0．01） ＝ 0．288

（Spearman ），〔2）の 18白布試料ではro ＝0．8011t，

＝5．36 ＞ t （］6，0．01）＝2．97，（2）の 29白紙試料で は

「〕
＝ 〔〕784，t 〕

π 656 ＞ t （2ス〔〕．O
’
D ＝ 2．83 で あ っ た。

CIE白色度式よ りす
．
っ と相関がよいことが判る。

O．2900 0．3100

図 3　 Y1 ［’
が 81 − 89 における 白色度領域

ア
了

03200

　　　　

鵬 。。

o．2フoo 0．3100

6．おわりに

　OIE白色度式は 1987年に IS 　O　
：
‘L，
，］989年に AAT

O 〔〕
鮒

　］991年に は J ［r）　
Lv

に採用 さ れた 。 し か し、

今も っ て各屡，各業界では伝統的な方法で白色物質の

白さを評価して いるとい うこ とは 、こ の式が満足で ぎ

る b のではない と い うことである、

白色度式 が常に直面 している難問は、感覚量 を心理

物理量 として定婁化
’
すると い うところ にある 。 しかも

色好みとい う嗜婦 1生まで 追求 す る こ とは迷路に入 D込

yi し｝

lY
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図 4　 ClE 白　色度式 の 等 白色 度 線
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んだに等 しく，

ない。

白さ の 評価は永遠の課題 な の かも知れ
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